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新制度開始後のドローン事業者の現状と課題

バウンダリ行政書士法人

行政書士 佐々木 慎太郎
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バウンダリ行政書士法人とは

設立 ２０２０年３月
（２０１５年創業）

事業内容
・ドローン関連許認可の維持管理と内製化コンサルティング、
・未開拓分野のビジネス創出

宮城県仙台市、東京都千代田区の２拠点
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プロフィール

◆具体的な業務

・ドローンをはじめとした許認可の維持管理

・チャット、オンライン顧問、コンサルティング

・許認可の知見を活用した商品開発

・ドローンスクール等の運営、新制度サポート

など

バウンダリ行政書士法人とは
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プロフィール

◆出版実績

ドローン⾶行許可の取得・維持管理の

基礎がよくわかる本

【内容】

ドローン⾶行許可を初めて学ぶ⽅に向けて書

かせていただいた⼀冊です。

業界発展のため専⾨用語を極⼒使用せず、「わかりやすさ」

を優先して説明していることが特徴です。

バウンダリ行政書士法人とは
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プロフィール

◆監修・⼀部執筆

ドローンビジネス参入ガイド

【内容】

ドローンを利用したビジネスを考えている

⽅に向けて、各分野におけるドローン活用

の実態、市場参入に必要となる様々な知識、

ドローン関連機材を含めたコストの考え⽅、

法令の知識について解説しています。

法改正により⼀部古い情報がありますが、

ドローンについての理解を深められる⼀冊

です。

バウンダリ行政書士法人とは
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◆できること

バウンダリ行政書士法人とは
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バウンダリ行政書士法人とは

◆できること
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バウンダリ行政書士法人とは

◆できること
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◆登録講習機関とは

既に存在する民間のドローンスクールのノウハウとリソース

を有効に活用し、多数かつ今後増加が見込まれる操縦ライセ

ンスの発行を円滑に行うため、国は、⼀定の水準以上の講習

を実施する民間機関の課程を修了した者については、国家試

験（実地試験）の全部を免除することができることとし、

当該機関の運営や学科試験及び実地試験に関する講習内容の

⼀定水準確保に係る講師や施設・設備等の要件を設け、これ

に適合する機関を登録（登録講習機関）することとしていま

す。

登録講習機関準備状況と課題
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◆本日（2023年2月16日）時点

・申請数

約１０００社

・登録完了数

２５０社

・事務規定受領数

９４社

・講習事務を開始している登録講習機関数

？社→４月以降増える見込み

登録講習機関準備状況と課題
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◆申請書類 登録申請 事務規程

登録講習機関準備状況と課題
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◆本日時点

・申請数

１０００社以上

・登録完了数

２５０社

・事務規定受領数

９４社

・講習事務を開始している登録講習機関数

登録講習機関準備状況と課題
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２５０社

・事務規定受領数

９４社

・講習事務を開始している登録講習機関数

？社

登録講習機関準備状況と課題
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・申請数

１０００社以上

・登録完了数

２５０社

・事務規定受領数

９４社

・講習事務を開始している登録講習機関数

？社

登録講習機関準備状況と課題
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・申請数

１０００社以上

・登録完了数

２５０社

・事務規定受領数

９４社

・講習事務を開始している登録講習機関数

？社

登録講習機関準備状況と課題
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・申請数

１０００社以上

・登録完了数

２５０社

・事務規定受領数

９４社

・講習事務を開始している登録講習機関数

？社

登録講習機関準備状況と課題
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登録講習機関準備状況と課題
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◆運営開始までの期間は３ヵ月～

・登録申請準備→登録申請 １ヶ月～

・審査→登録完了 １ヶ月～

・事務規定届出→受領完了 ２週間～

・運営開始準備 ２週間～

登録講習機関準備状況と課題
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◆最低限インプットしておくべき内容

最も重要なのは、講習団体・管理団体とは別物だということ

・登録講習機関の登録等に関する取扱要領

・登録講習機関の事務手続きに関するガイドライン

・無人航空機講習事務規程（サンプル）

・登録講習機関の教育の内容の基準等を定める告示

・登録講習機関の教育の内容の基準等を定める告示の⼀部を

改正する告示

・登録講習機関の教育の内容の基準等を定める告示（全体版）

登録講習機関準備状況と課題
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◆登録講習機関編

・今までの民間スクールとはどう違うのでしょうか？

・今までの講習団体は登録講習機関にすぐなれるのでしょう

か？

・DIPSで申請を行ったのですが、申請が進まないのはなぜで

しょうか？

・補正の内容が何を指しているのか分かりません

新制度についてよくある質問
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◆ドローン運航者編

・用語は増えてよく分からないです。機体登録をすればドロー

ンを⾶ばしてもよいのですか？

・国家資格がないとドローンと⾶ばせないのですか？

・特定⾶行って何ですか？

・⾶行計画通報と⾶行日誌への記録は必ずやらないと罰せられ

るのですか？

新制度についてよくある質問
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・新制度は走りながら皆で作っている

・全国で受講できる登録講習機関が増えるのは４月以降の見込み

・ドローンを⾶行させるために国家資格は必須ではない

・⾶行計画通報と⾶行日誌記載は「特定⾶行のみ」義務

※機体認証制度を考慮すると、⾶行日誌は記載しておくべき

まとめ
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